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C 46 女子大学生における食生活調査（第１報）

一 食品群の嗜好性と知識・興味の関係について
○伊　 海　 公　 子（ 大 阪樟 蔭 女 大 ）　 家　 本　　　 修（ 梅 花短 大 ）

目　 的 ： 飽 食 の時 代 と い わ れる が、 若 い 女 性の 間 に は必 要以 上に「 スマ ー ト で い たい 」

とい う 風 潮 が 認め ら れ 、 極 端な 場 合、 日 常 生 活や 健 康状 態 、 精 神衛 生 状態 な ど に 支障 を き

た すと い っ た 報告 を 耳 に す る。 そ こで 、 食 生 活の 状 況 と生 活 一 般と の 関係 か ら 食生 活 傾 向

特 性 へ の 影 響を 明 ら か にし たい と 考え る 。 本 報で は 、若 い 女 性達 の 一 般的 な 食品 群に 対 す

る「 好 き ・ 嫌い 」 の 傾 向 とそ の 頻 度か ら 、 そ の特 徴 を捕 ら え るこ と を目 的 とし てい る 。

調 査 方 法； 調 査 は 、 質 問 紙法 に よる 集 合 宿 題調 査 で、 昭 和62 年12 月～ 昭 和63 年 １ 月 、 大

阪 樟 蔭 女 子 大学 在 学 生463 名 に 配 布し 、 １ 週間 後 に回 収 を 行 なっ た 。 有効 回 収 率は 、58.  5

％(265 件 ）であ っ た。　 調 査項 目 は. 1) 身 体状 況・ 生 活 全 般 につ い て,2) 食 生 活 につ い て

の ２ 項 目 であ っ た 。 食 生活 項 目 の中 で 、17 種類 の 食品 群 を 記 載し 特 に好 き な 群・ 嫌 い な 群

が あ れ ば そ れぞ れ に つ いて 最 高 ３ 個 まで を 回答し て もら っ た。

結 果 ・ 考 察;  1)嫌 い な 食品 群(±,「な し 」26 件, ri」88件 、「2J49 件｡「3161 件 で あっ た.   2）好

き な 食品 群の 代 表 は 、 果物 類 であ り 、 次 に 穀類 、野 菜 類 、 獣肉 類 であ っ た 。 ま た、 嫌い な

食 品 群 は 魚 類、 豆 類 、 魚製 品 類 であ り 、 食品 群 の 洋 風化 嗜 好 が顕 著 であ っ た.    3）食 品 群 相

互 の 関 係 では 、 大 豆 製品 類 を「 嫌い 」 と 答え た32 件 の 半 数 が豆 類 も「 嫌 い 」(φ=0.326) で

あ り 、 ま た、 獣 肉 製 品 類を「 嫌い 」と す る24 件 の内 ９ 件 が 魚肉 製 品 も「 嫌 い 」（φ=0.216 ）

と 答 え て おり 、 そ れ ら は因 子 分 析 の結 果 、 同じFACTOR に 分 類さ れ た 。一 方、It'･ヵ二類 を好 む

群 は 同 時 に好 む 食 品 群 が多 く 、果 物 類(   φ=0.266 ）、乳 製 品 類（ φ=0.204) 、ｲＦﾀｺ 類｛ φ ＝

0.218    ｝ に多 く 、 野 菜 類（ φ=0.245 ） で は 少な かっ た。


